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会合の成果と方向性

相乗効果のある行動の根拠となる知見を強化

あらゆるレベルで対話の推進

パリ協定の国が決定する貢献（NDCs）、SDGs自主国家レビュー
（VNRs）、国家生物多様性行動計画等の連携・統合戦略強化

あらゆるステークホルダーの協力と相乗効果行動の加速

相乗効果行動の主流化と将来の地球規模アジェンダへの貢献

公正な移行と誰一人取り残さないことを中核に据え、政策と実施
両面で統合的なアプローチ（例えば地域循環共生圏等）を推進



今後の展望

パリ協定・SDGｓシナジー国際会議の毎年の開催

地域気候ウィークを通しての対話の強化

相乗効果に関する知見と実施経験をまとめる専門家による
国連報告書の作成

相乗効果を加速させるための各国および関連するあらゆるステー
クホルダーを含むグローバルなパートナーシップの構築

政府間プロセスによる相乗効果行動の主流化と強化：国連SDGsサ
ミット、UNFCCC COP、CBD COPや、G7やG20を含む主要な政府
間プロセスとの連携とサポート
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